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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年6月5日(2014.6.5)

【公開番号】特開2012-237996(P2012-237996A)
【公開日】平成24年12月6日(2012.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-051
【出願番号】特願2012-103905(P2012-103905)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/031    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  47/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ  23/00    　　　Ｌ
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/031   　　　　
   Ｃ０９Ｂ  47/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月17日(2014.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）の各成分を含有するカラーフィルタ用着色硬化性組成物
。
（Ａ）下記一般式（Ｉ）で表される化合物及び下記一般式（ＩＩ）で表される化合物から
選ばれる着色剤

【化１】
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（前記一般式（Ｉ）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ独立に水素原子、アルキル
基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、シア
ノ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し、分子内に複数存在するＲ１及びＲ２は
それぞれ互いに同じでも、異なっていてもよい。前記一般式（ＩＩ）中、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ
６、Ｒ７、及びＲ８はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシ
カルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、スルホニルアミノ基、カルボニルア
ミノ基、シアノ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し、分子内に複数存在するＲ
５は互いに同じでも、異なっていてもよい。）
（Ｂ）下記一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物
【化２】

 
（前記一般式（ＩＩＩ）中、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ７、Ａ８、Ａ９、
Ａ１０、Ａ１１、Ａ１２、Ａ１３、Ａ１４、Ａ１５、及びＡ１６はそれぞれ独立に、水素
原子、ハロゲン原子、アルキル基、アルコキシ基、又はチオアルコキシ基を表し、Ａ１、
Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ７、Ａ８、Ａ９、Ａ１０、Ａ１１、Ａ１２、Ａ１３、
Ａ１４、Ａ１５、及びＡ１６のうち少なくとも１つはハロゲン原子を表す。）
（Ｃ）重合性化合物
【請求項２】
　前記（Ｂ）一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物が、３８０ｎｍ以上
８００ｎｍ以下の波長域における最大吸収ピーク波長が５００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の
範囲にある着色剤である請求項１に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【請求項３】
　さらに、（Ｄ）光重合開始剤を含有する請求項１又は請求項２に記載のカラーフィルタ
用着色硬化性組成物。
【請求項４】
　前記（Ｄ）光重合開始剤が、オキシム化合物である請求項３に記載のカラーフィルタ用
着色硬化性組成物。
【請求項５】
　さらに、脂肪族多官能メルカプト化合物を含有する請求項１から請求項４のいずれか１
項に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【請求項６】
　前記一般式（Ｉ）で表される化合物が、下記一般式（ＩＶ）で表される化合物である請
求項１から請求項５のいずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
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【化３】

 
（前記一般式（ＩＶ）中、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ前記一般式（Ｉ）におけるＲ１

、Ｒ３及びＲ４と同義である。Ｒ９、及びＲ１１はそれぞれ独立にアルキル基、アリール
基、又はヘテロアリール基を表し、Ｒ１０及びＲ１２はそれぞれ独立に水素原子、又はア
ルキル基を表す。
【請求項７】
　前記一般式（ＩＶ）におけるＲ９、及びＲ１１が、それぞれ独立に炭素数２～８のアル
キル基、または、アルキル鎖上に（メタ）アクリル酸基を有する置換アルキル基を表す請
求項６に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【請求項８】
　前記一般式（ＩＩ）で表される黄色着色化合物が、下記一般式（Ｖ）で表される化合物
である請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物
。

【化４】

 
（前記一般式（Ｖ）中、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ前記一般式（ＩＩ）におけるＲ４

、Ｒ５及びＲ６と同義である。Ｒ１３及びＲ１５はそれぞれ独立にアルキル基、アリール
基、又はヘテロアリール基を表し、Ｒ１４及びＲ１６はそれぞれ独立に素原子、又はアル
キル基を表す。）
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【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の着色硬化性組成物により形成された着色
硬化膜。
【請求項１０】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の着色硬化性組成物を基板上に付与し、着
色硬化性組成物層を形成する工程と、形成された前記着色硬化性組成物層をパターン状に
露光し、現像する工程と、を有するカラーフィルタの製造方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の着色硬化膜を備えるカラーフィルタ。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のカラーフィルタの製造方法により作製されたカラーフィルタ。
【請求項１３】
　請求項１１又は請求項１２に記載のカラーフィルタを備える表示装置。
【請求項１４】
　さらに、波長４３０ｎｍ～４７０ｎｍの範囲内に発光強度のピーク波長を有するＬＥＤ
バックライトを備える請求項１３に記載の表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（前記一般式（Ｉ）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ独立に水素原子、アルキル
基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、シア
ノ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し、分子内に複数存在するＲ１及びＲ２は
それぞれ互いに同じでも、異なっていてもよい。前記一般式（ＩＩ）中、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ
６、Ｒ７、及びＲ８はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシ
カルボニル基、カルバモイル基、スルファモイル基、スルホニルアミノ基、カルボニルア
ミノ基、シアノ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し、分子内に複数存在するＲ
５は互いに同じでも、異なっていてもよい。）
（Ｂ）後述する一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物
（Ｃ）重合性化合物
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
＜２＞　前記（Ｂ）一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物が、３８０ｎ
ｍ以上８００ｎｍ以下の波長域における最大吸収ピーク波長が５００ｎｍ以上８００ｎｍ
以下の範囲にある着色剤である＜１＞に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（前記一般式（ＩＩＩ）中、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ７、Ａ８、Ａ９、
Ａ１０、Ａ１１、Ａ１２、Ａ１３、Ａ１４、Ａ１５、及びＡ１６はそれぞれ独立にハロゲ
ン原子、アルキル基、アルコキシ基、又はチオアルコキシ基を表す）
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＜３＞　さらに、（Ｄ）光重合開始剤を含有する＜１＞又は＜２＞に記載のカラーフィル
タ着色硬化性組成物。
＜４＞　前記（Ｄ）光重合開始剤が、オキシム化合物である＜３＞に記載のカラーフィル
タ用着色硬化性組成物。
＜５＞　さらに、脂肪族多官能メルカプト化合物を含有する＜１＞～＜４＞のいずれか１
に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
＜６＞　前記一般式（Ｉ）で表される化合物が、下記一般式（ＩＶ）で表される化合物で
ある＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
（前記一般式（ＩＶ）中、Ｒ１、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ前記一般式（Ｉ）におけるＲ１

、Ｒ３及びＲ４と同義である。Ｒ９、及びＲ１１はそれぞれ独立にアルキル基、アリール
基、又はヘテロアリール基を表し、Ｒ１０及びＲ１２はそれぞれ独立に水素原子、又はア
ルキル基を表す。
＜７＞　前記一般式（ＩＶ）におけるＲ９、及びＲ１１が、それぞれ独立に炭素数２～８
のアルキル基、または、アルキル鎖上に（メタ）アクリル酸基を有する置換アルキル基を
表す＜６＞に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
＜８＞　前記一般式（ＩＩ）で表される化合物が、下記一般式（Ｖ）で表される化合物で
ある＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色硬化性組成物。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
（前記一般式（Ｖ）中、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ前記一般式（ＩＩ）におけるＲ４

、Ｒ５及びＲ６と同義である。Ｒ１３及びＲ１５はそれぞれ独立にアルキル基、アリール
基、又はヘテロアリール基を表し、Ｒ１４及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、又はア
ルキル基を表す。）
＜９＞　＜１＞～＜８＞のいずれか１項に記載の着色硬化性組成物により形成された着色
硬化膜。
＜１０＞　＜１＞～＜８＞のいずれか１項に記載の着色硬化性組成物を基板上に付与し、
着色硬化性組成物層を形成する工程と、形成された前記着色硬化性組成物層をパターン状
に露光し、現像する工程と、を有するカラーフィルタの製造方法。
＜１１＞　＜９＞に記載の着色硬化膜を備えるカラーフィルタ。
＜１２＞　＜１０＞に記載のカラーフィルタの製造方法により作製されたカラーフィルタ
。
＜１３＞　＜１１＞又は＜１２＞に記載のカラーフィルタを備える表示装置。
＜１４＞　さらに、波長４３０ｎｍ～４７０ｎｍの範囲内に発光強度のピーク波長を有す
るＬＥＤバックライトを備える＜１３＞に記載の表示装置。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
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＜カラーフィルタ用着色硬化性組成物＞
　本発明の着色硬化性組成物は少なくとも、（Ａ）下記一般式（Ｉ）で表される化合物及
び下記一般式（ＩＩ）で表される化合物から選ばれる少なくとも１種の着色剤、（Ｂ）前
記（Ａ）着色剤とは異なる色相を有する着色剤、及び、（Ｃ）重合性化合物を含んでなる
。本発明の着色硬化性組成物は、（Ｂ）着色剤として、以下に詳述する一般式で表される
化合物を含有する。
　以下、本発明のカラーフィルタ用着色硬化性組成物に含有される各成分について記述す
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
＜成分（Ｂ）：前記（Ａ）特定着色剤とは異なる色相を有する着色剤＞
　本発明の着色硬化性組成物は、前記（Ａ）特定着色剤に加え、（Ａ）特定着色剤とは構
造が異なり、異なる色相を有する着色剤〔以下、適宜、（Ｂ）他の着色剤と称する〕を含
有する。（Ｂ）他の着色剤としては、可視光波長域に吸収を有する公知の染料、染料誘導
体、顔料および顔料分散物から選択すればよい。本発明の着色硬化性組成物は、（Ｂ）他
の着色剤として、以下に詳述する一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物
を含有する。
　なお、（Ａ）特定着色剤は、最大吸収ピーク波長（λｍａｘ）を４２０ｎｍ～４８０ｎ
ｍに有することから、（Ｂ）他の着色剤としては、可視光の波長域である３８０ｎｍ以上
８００ｎｍ以下における最大吸収ピーク波長が４２０ｎｍ未満であるか、４８０ｎｍを超
える着色剤、即ち、（Ａ)特定着色剤とは色相の異なる着色剤を指す。
　本明細書においては、着色剤の最大吸収ピーク波長は、測定対象となる着色剤を含む染
料溶液又は顔料分散液を、測定可能な濃度（例えば、吸光度０．８～１．０となる濃度）
となるように溶剤を用いて調整し、ＣＡＲＹ５／ＵＶ－可視分光光度計（市販品：バリア
ン製）を用いて測定した値を採用している。
　（Ｂ）他の着色剤として用いられる前記（Ａ）着色剤とは色相及び構造の異なる染料化
合物としては、着色画像の色相に影響を与えないものであればどのような構造であっても
よく、例えば、アントラキノン系（例えば、特開２００１－１０８８１号公報に記載のア
ントラキノン化合物）、フタロシアニン系（例えば、米国特許２００８／００７６０４４
Ａ１に記載のフタロシアニン化合物）、キサンテン系（例えば、シー・アイ・アシッド・
レッド２８９（Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ２８９））、トリアリールメタン系（例えば、
シー・アイ・アシッドブルー７（Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ７）、シー・アイ・アシッ
ドブルー８３（Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ８３）、シー・アイ・アシッドブルー９０（
Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ９０）、シー・アイ・ソルベント・ブルー３８（Ｃ．Ｉ．Ｓ
ｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ３８）、シー・アイ・アシッド・バイオレット１７（Ｃ．Ｉ．Ａ
ｃｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ１７）、シー・アイ・アシッド・バイオレット４９（Ｃ．Ｉ．Ａｃ
ｉｄ　Ｖｉｏｌｅｔ４９）、シー・アイ・アシッド・グリーン３（Ｃ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｇ
ｒｅｅｎ３）、メチン染料、などが挙げられる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　前記黄色の色相、即ち、最大吸収ピーク波長（λｍａｘ）を４２０ｎｍ～４８０ｎｍに
有する（Ａ）特定着色剤と組み合わせて用いられる（Ｂ）他の着色剤としては、カラーフ
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ィルタ用途に適するという観点からは、３８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の波長域において
５００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の波長域に最大吸収ピーク波長を有するものが好ましく、
５５０ｎｍ以上７００ｎｍ以下の波長域に最大吸収ピーク波長を有するものがより好まし
く、緑色の色相、即ち、６００ｎｍ以上７００ｎｍ以下の長域に最大吸収ピーク波長を有
するものが最も好ましくい。前記波長域に最大吸収ピーク波長を有する着色剤としては、
具体的には、例えば、ピグメント・グリーン３６やピグメント・グリーン５８などが挙げ
られる。
　また、好ましい顔料の構造に着目すれば、本発明の着色硬化性組成物は、（Ｂ）他の着
色剤として、下記一般式（ＩＩＩ）で表される亜鉛フタロシアニン化合物を含有する。
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